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自
己
紹
介

私
は
平
成
29
年
に
近
畿
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
佐
渡
総
合
病
院
で
初
期
臨

床
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
医
療
・
介
護
資
源
が
都
市

部
に
集
中
し
、
地
方
で
は
深
刻
な
資
源

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
潟
県
は
医

師
偏
在
指
標
で
全
国
45
位
と
、
医
師
不

足
が
顕
著
な
地
域
で
あ
り
、
特
に
佐
渡

市
は
高
齢
化
率
が
40
％
を
超
え
る
超
高

齢
地
域
で
す
。
佐
渡
で
の
研
修
を
通
じ

て
、
地
域
医
療
の
課
題
と
可
能
性
を
実

感
し
、
持
続
可
能
な
医
療
・
介
護
提
供

体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
、
31
年
に
新

潟
県
の
公
衆
衛
生
医
師
と
な
り
ま
し

た
。公

衆
衛
生
へ
の
関
心
の
高
ま
り

新
潟
県
で
は
令
和
3
年
よ
り
、
公
衆

（
日
）の
2
日
間
に
わ
た
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ

２
０
２
５
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
年
の

参
加
者
数
42
名
か
ら
定
員
を
60
名
に
拡

充
し
、
会
場
も
東
京
の
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
か
ら
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
性
と
収

容
力
に
優
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東

京
八
重
洲
へ
と
変
更
。
快
適
な
環
境
の

下
、
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、
公
衆
衛
生

に
関
心
を
寄
せ
る
フ・

ァ・

ン・

（
医
学
生
・
医

師
・
若
手
公
衆
衛
生
医
師
）を
対
象
に
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
と
い
う
場
を
通
じ
て
リ
ク

ル
ー
ト
お
よ
び
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
で
す
。
テ
ー
マ
に
は「
各
々
の
社
会

医
学
・
公
衆
衛
生
の
実
践
」を
掲
げ
、
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
公
衆
衛

生
活
動
を
再
認
識
し
、
今
後
の
実
践
に

活
か
す
契
機
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
５
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
開
催
目
的
お
よ
び
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

4
つ
の
メ
イ
ン
企
画
と
複
数
の
サ
ブ
企

画
で
構
成
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
メ
イ
ン
企
画
の
１
つ
目
で
は
、

大
阪
府
岸
和
田
保
健
所
の
宮
園
将
哉
先

生
に
、「
公
衆
衛
生
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
と

私
は
保
健
所
長
や
管
理
職
で
は
な

く
、
歴
代
委
員
長
と
は
異
な
る
立
場
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ

２
０
２
５
の
運
営
委
員
長
に
指
名
さ
れ

た
際
は
、
大
き
な
驚
き
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

し
か
し
、
医
学
生
を
は
じ
め
と
す
る

若
手
の
公
衆
衛
生
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、

そ
し
て
令
和
7
年
度
地
域
保
健
総
合
推

進
事
業
「
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育

成
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
実
践
事
業

班
」（
分
担
事
業
者
：
宮
園
将
哉
先
生
）の

先
生
方
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
に
対
す
る
熱
意
に

心
を
動
か
さ
れ
、
僭
越
な
が
ら
こ
の
役

割
を
お
引
き
受
け
す
る
決
意
を
い
た
し

ま
し
た
。

開
催
概
要

令
和
7
年
8
月
23
日（
土
）・
24
日

公
衆
衛
生
若
手
医
師
・

医
学
生
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
）２
０
２
５
運
営
報
告

 

新
潟
県
福
祉
保
健
部
／
佐
渡
保
健
所　

松
澤 

知

衛
生
医
師
の
業
務
を
体
験
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
全
国
か
ら
２
０
０
名
を
超
え

る
医
学
生
等
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
４

で
は
、
定
員
36
名
に
対
し
57
名
の
申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
衆
衛

生
と
い
う
分
野
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

運
営
委
員
長
へ
の
指
名

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
は
、
参
加
者
満
足
度
が
非

常
に
高
く
、
令
和
７（
２
０
２
５
）
年
で

第
14
回
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
毎
年
進
化
を
続
け
て
い
る
点
も

大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
の
運
営
委
員
長

や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

社
会
医
学
系
専
門
医
制
度
」と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
健
所
、

都
道
府
県
庁
、
厚
生
労
働
省
な
ど
行
政

機
関
で
の
勤
務
経
験
を
基
に
、
公
衆
衛

生
医
師
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
、

社
会
医
学
系
専
門
医
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
つ
目
の
メ
イ
ン
企
画
で
は
、
熊
本

県
阿
蘇
保
健
所
の
劔
陽
子
先
生
に
、「
公

衆
衛
生
好
き
が
熱
く
！
語
る 

公
衆
衛
生

活
動
の
魅
力
」と
題
し
て
、
茅
ヶ
崎
徳
洲

会
病
院
で
の
離
島
研
修
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
派
遣
、
大
学
で
の
公
衆

衛
生
助
手
と
し
て
の
活
動
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

お
よ
び
結
核
研
究
所
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
の
結
核
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

多
彩
な
ご
経
験
を
通
じ
て
、
公
衆
衛
生

活
動
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。３

つ
目
の
メ
イ
ン
企
画
で
は
、「
若
手

パ
ワ
ー
！　

ト
ー
ク
：
若
手
公
衆
衛
生

医
師
の
日
常
」と
題
し
、
東
京
都
健
康

安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
菊
地
省
大
先
生
、

福
島
県
相
双
保
健
所
の
安
達
優
真
先

生
、
北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
の
田
口
将

人
先
生
、
名
古
屋
市
中
保
健
セ
ン
タ
ー

の
宇
野
春
日
先
生
の
4
名
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
ラ

ジ
オ
番
組
風
の
形
式
で
、
若
手
公
衆
衛

生
医
師
の
日
常
や
リ
ア
ル
な
声
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

４
つ
目
の
メ
イ
ン
企
画
で
は
、（
一
社
）

ケ
ア
と
暮
ら
し
の
編
集
社
／
公
立
八
鹿

病
院
の
守
本
陽
一
先
生
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／

行
政
／
臨
床
の
3
方
向
か
ら
取
り
組
む

公
衆
衛
生
活
動
」と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
会
的
処

方
を
軸
に
、
臨
床
・
行
政
・

経
営
の
３
つ
の
視
点
か
ら

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
実
践
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ブ
企
画
と
し

て
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２ 

４
で
も
好
評
だ
っ
た「
名

刺
交
換
会
」を
今
回
も
実

施
し
、
参
加
者
同
士
や
ス

タ
ッ
フ
と
の
積
極
的
な
交
流
を
促
進
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２ 

５
か
ら
新
た
に
導
入
し
た「
ネ
ク
ス
ト
イ

ベ
ン
ト
紹
介
」で
は
、
今
後
の
事
業
班
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
、
公
衆
衛
生
へ

の
関
心
と
参
加
意
欲
を
い
っ
そ
う
高
め

る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

振
り
返
り

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
５
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ

の
位
置
付
け
や
目
的
を
改
め
て
明
確
に

し
、
定
員
を
60
名
へ
と
大
幅
に
拡
充
、

さ
ら
に
会
場
も
変
更
す
る
な
ど
、
挑
戦

的
な
試
み
を
行
っ
た
回
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
満
足
度
９・０
点（
10
点
満
点
中
）を
記

録
し
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
４
の
９・２
点

に
は
わ
ず
か
に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

非
常
に
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ

ア
や
活
躍
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」と
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
各
々
の
社
会
医
学
・
公
衆
衛
生
の
実
践
」

を
し
っ
か
り
と
体
現
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
後
も
Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
が
公
衆
衛
生
に
関

心
を
寄
せ
る
フ・

ァ・

ン・

に
向
け
た
リ
ク

ル
ー
ト
お
よ
び
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
Ｓ
２
０
２
６
へ
と
確
実
に
バ
ト
ン
を

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
５
の
開
催
に
あ
た

り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
２
０
２
５
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
々
の
公
衆
衛
生
へ
の
関
心
が
い
っ

そ
う
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
近
い
将
来
、「
直ち

ょ
く

美び

」や「
直ち

ょ
く

産さ
ん

」と

同
じ
よ
う
に
、
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ャ
リ
ア

と
し
て
公
衆
衛
生
の
道
を
選
ぶ
医
師
が

「
直ち

ょ
っ

公こ
う

」と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
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DAY 1

DAY 2

●公衆衛⽣医師のキャリアと社会医学系専⾨医制度
宮園将哉先⽣：⼤阪府岸和⽥保健所

●公衆衛⽣好きが熱く！語る   公衆衛⽣活動の魅⼒
劔 陽⼦先⽣：熊本県阿蘇保健所

専⾨医制度と公衆衛⽣活動

公衆衛⽣医師の多様な働き⽅

●若⼿パワー！トーク：若⼿公衆衛⽣医師の⽇常

●NPO/⾏政/臨床の３⽅向から取り組む公衆衛⽣活動
守本陽⼀先⽣：(⼀社)ケアと暮らしの編集社/公⽴⼋⿅病院

公衆衛⽣ 
若⼿医師・医学⽣サマーセミナー
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公衆衛⽣に関⼼のある医学⽣・医師・

若⼿公衆衛⽣医師

定員 60⼈（先着順）

開始 6/7  締切 7/18

ビジョンセンター東京⼋重洲
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交流のチャンス！
全国の参加者と講師・スタッフ
で作る、充実の2⽇間。

菊地省⼤先⽣：東京都健康安全研究センター

安達優真先⽣：福島県相双保健所

⽥⼝将⼈先⽣：北海道岩⾒沢保健所

宇野春⽇先⽣：名古屋市中保健センター

こ
の
夏

医
師
キ
'
リ
ア
の

多
様
性
を

探
り
に
⾏
こ
う
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